
Title 山片蟠桃の「草稿抄」

Author(s) 宮内, 德雄

Citation 懐徳. 1969, 40, p. 64-80

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/90475

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



先
披
（
第
三
十
九
琥
）
の
本
誌
に
お
い
て
、
「
山
片
婚
桃
と
多
田

義
俊
」
の
ク
イ
ト
ル
で
、
大
阪
の
町
人
學
者
、
懐
徳
堂
門
下
山
片

蝠
桃
の
一
面
を
、
近
世
諸
學
者
と
の
開
係
か
ら
紹
介
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
資
料
と
し
て
は
、
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
「
夢
の
代
」
、

及
び
そ
の
主
人
重
芳
の
蔵
書
が
傭
わ
る
「
愛
日
文
庫
」
の
若
干
を

利
用
し
た
が
、
今
回
は
彼
が
自
作
の
詩
文
を
自
ら
編
輯
し
た
「
草

稿
抄
」
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
述
べ
て
み
た
い
。

こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
内
藤
湖
南
氏
が
「
先
哲
の
學
問
」
中
の

「
山
片
蝠
桃
に
就
て
」
（
大
正
十
年
二
月
懐
穂
堂
講
演
）
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
大
正
五
年
に
偶
然
そ
の
第
一
冊
を
入
手
さ
れ
、

大
正
十
年
一
月
他
の
二
冊
も
揃
え
ら
れ
た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
、

蝠
桃
の
自
筆
本
と
し
て
最
も
貴
重
な
も
の
の
一
っ
と
な
っ
て
い

る
。
内
藤
氏
は
又
、
「
そ
れ
か
ら
こ
の
詩
文
集
に
開
し
ま
し
て

咲
こ
れ
も
餘
程
本
式
に
學
問
を
稽
古
し
た
こ
と
を
現
は
し
て
居

ま

し

,1_~
' 

が

き

山
片
蝠
桃
の

「
草
稿
抄
」

る
。
詩
の
出
来
榮
え
な
ど
は
、
良
く
出
来
た
の
は
そ
の
嘗
時
の
作

家
と
云
う
て
よ
い
位
出
来
て
居
る
。
良
い
詩
が
ざ
ら
に
あ
る
か
と

い
ふ
と
さ
う
で
な
い
、
十
首
の
中
に
一
首
位
し
か
な
い
が
、
良
く

出
束
た
の
は
學
者
並
み
に
立
脈
に
作
れ
た
も
の
と
思
ひ
ま
す
。
」

と
述
べ
て
、
そ
の
作
品
を
評
債
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
編
田
次

郎
氏
は
そ
の
著
「
山
片
蝠
桃
」
の
中
で
、
「
草
稿
抄
」
の
項
目
を

畢
げ
て
簡
輩
に
解
題
さ
れ
、
有
坂
隆
道
・
末
中
哲
夫
氏
も
「
山
片

蝠
桃
の
研
究
」
（
ヒ
ス
ト
リ
ヤ
所
載
）
の
中
で
、
蝠
桃
の
無
鬼
・
排

佛
論
の
一
證
と
し
て
、
抄
中
の
「
入
讃
記
」
冒
頭
と
、
「
輿
播
州

覺
正
寺
」
「
再
答
覺
正
寺
書
」
を
畢
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

先
學
の
業
蹟
に
封
し
、
甚
だ
潜
越
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
全
陸
を

通
讀
し
て
、
い
さ
さ
か
蝠
桃
の
人
柄
に
燭
れ
た
黙
を
述
べ
る
。
な

お
訓
讀
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、
筆
者
の
浅
學
に
因
る
も
の
と
寛
恕
さ

れ
た
い
。

官

内

億
六
四

雄



二
巻

癸

卯

元

日

七

八

三

年

丙
午
元
日
丙
午
元
朔
午
時
、
有
日
食
一
七
八
六
年

三
巻

竹
山
先
生
席
上
恭
賦
奉
呈
平
島
館
主
源
公
執
事

「
夢
之
代
」
巻
十
二
に
「
嘗
テ
寛
政
二
年
戌
九
月
京
都
二
入
ラ

ソ
ト
ス
、
浪
華
ヲ
過
リ
竹
山
先
生
ノ
講
堂
二
謁
ス
•
…
….. 
」
と
あ

る

。

一

七

九

0
年

寛

政

二

成

山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

立

天
明
三

天
明
六

寛
政

「
草
稿
抄
」
中
、
制
作
年
代
の
判
明
す
る
作
品
の
題
名
を
記
載

順
に
畢
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
「
」
内
は
詩
文
中
で

年
代
が
推
測
で
き
る
箇
所
。
）

一
巻

一
七
八
五
年
天
明
五

天
明
五
乙
巳
八
月
五
日
習

東
征
行
浪
華
、
十
七
日
入
東
都

玩

月

「

我

生

四

十

年

」

一

七

八

六

年

天

明

六

賦
偲
法
洲
正
蓮
寺
後
園
鶴
結
巣
「
聞
説
延
享
紀
元
甲
子
歳
…
…

到
今
四
十
有
餘
年
」
一
七
八
七
？
八
年
天
明
七
？
八

奉
賀
竹
山
先
生
六
十
「
寛
政
紀
元
春
欲
蘭
」

一
七
八
九
年
寛
政
元

温
泉
行
「
寛
政
十
一
己
初
秋
十
九
日
…
…
・
:
」

一
七
九
九
年

浴
但
山
記

六
巻

入
讃
記
「
寛
政
壬
子
之
歳
季
春
十
四
日
」

一
七
九
一
年

「
寛
政
庚
戌
夏
四
月
望
」一
七
九

0
年

一
七
九
九
年

鷲
峯
紀
行

抑
棲
記

棲
総
陪
滸
記

五
巻

跛
作
州
皿
山
八
孝
子
偲

甲
辰
元
旦
憶
故
郷

庚
子
元
日
い
麟
鱈
[
+
三
歳

初
秋
賠
之
但
州
途
中
作
窟
政
十

六
五

一
七
八
四
年

一
七
八

0
年

己
未一
七
九
九
年

寛
政
寛
政

四
巻

入

讃

途

中

作

一

七

九

二

年

寛

政

四

雪

江

訪

人

得

寒

囀

已

鴨

―

七

九

六

年

寛

政

八

雙
之
仙
憂
餞
宴
舟
中
留
別
諸
子
戸
直
讀
閂
咋
mT巳

一
七
九
七
年

「
寛
政
庚
戌
春
二
月
長
谷
川
有
射
謹
跛
」

一
七
九
一
年
寛
政
三

「
惟
癸
丑
歳
仲
春
」
一
七
九
三
年
寛
政
五

「
先
生
（
竹
山
を
指
す
）
年
六
十
二
突
」

一
七
九
一
年
寛
政
三

寛
政
三

寛
政
九

寛
政

天
明
四

安
永
九



山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

第
一
・
ニ
巻
首
に
「
播
陽
麟
闘
鰭
良
と
あ
る

巻
に
は
「
改
山
片
芳
秀
」
は
な
い
）
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
「
草
稿
抄
」

を
自
ら
編
輯
し
終
わ
っ
た
の
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
一
八

0
五
年
（
文
化
二
）
八
月
に
彼
が
主
人
山
片
重
芳
か
ら

親
顔
次
席
に
申
し
付
け
ら
れ
、
主
家
の
苗
字
山
片
姓
を
頂
い
て
改

名
し
た
頃
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
安
永
の
終
わ
り
蝠
桃

が
三
十
代
の
頃
か
ら
、
四
十
代
五
十
代
に
か
け
て
仕
事
の
餘
暇
に

作
っ
た
詩
文
を
、
五
十
代
後
半
に
整
理
編
集
し
終
え
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

こ
の
三
十
？
五
十
代
は
、
彼
蝠
桃
自
身
に
と
っ
て
は
、
豪
商
山

片
家
の
興
亡
を
一
身
に
に
な
い
、
ひ
い
て
は
仙
豪
白
河
以
下
幾
十

と
い
う
雄
藩
の
経
演
を
掌
中
に
握
り
、
縦
横
の
敏
腕
を
振
っ
た
と

こ
ろ
の
、
苦
難
に
満
ち
た
し
か
し
充
賓
し
た
年
代
で
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
う
し
た
激
職
の
餘
暇
に
作
っ
た
も
の
だ
け
に
、
花
鳥
風
月

に
遊
ぶ
文
人
や
、
筆
硯
に
の
み
親
し
む
學
者
の
作
品
と
は
、
ま
た

異
っ
た
趣
き
を
持
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。

右
の
中
で
、
最
も
早
い
安
永
九
年
三
十
三
歳
に
作
っ
た
七
言
律

詩
を
畢
げ
て
み
る
。

庚
子
元
日
紐
謬
声
十
三
歳

元
旦
東
風
萬
井
姻
迎
春
斗
柄
又
回
天

不
妨
杯
酒
如
泥
酔
偏
感
光
陰
若
箭
博

四
加
陸
郎
懐
橘
歳
一
過
顔
氏
請
車
年

（
三
ー
六

百
齢
長
執
藩
邦
役
海
路
山
川
誰
獨
賢

（
元
旦
東
風
萬
井
の
姻
、
春
を
迎
え
て
斗
柄
又
天
を
回
る
、
妨

げ
ず
杯
酒
泥
酔
の
如
き
を
、
偏
へ
に
感
ず
光
陰
箭
の
偲
わ
る
が
ご

と
き
を
、
四
た
び
加
ふ
陸
郎
懐
橘
の
歳
、
一
た
び
過
ぐ
顔
氏
請
車

の
年
、
百
齢
長
じ
て
執
る
藩
邦
の
役
、
海
路
山
川
誰
か
獨
り
賢
な

る）注
陸
郎
懐
橘
—
呉
の
陸
績
は
、
年
六
歳
で
衷
術
に
ま
み
え
た
時
、
母
に

遺
ろ
う
と
し
て
橘
三
箇
を
懐
中
し
た
。

顔
氏
請
車
ー
孔
子
の
弟
子
顔
回
は
、
年
二
十
九
歳
に
し
て
髭
證
く
白

く
、
三
十
二
歳
を
以
っ
て
卒
し
た
。

蝠
桃
は
安
永
二
年
に
結
婚
、
同
七
年
に
は
男
子
三
蔵
（
後
の
芳

達
）
が
出
生
し
た
。
一
方
安
永
元
年
か
ら
升
屋
を
背
負
っ
て
支
配

と
な
っ
て
諸
藩
に
大
名
貸
し
を
行
な
い
、
や
が
て
天
明
初
頭
か
ら

は
仙
豪
藩
に
直
結
し
て
「
刺
シ
米
」
等
の
商
策
を
瞬
使
す
る
こ
と

と
な
る
。
庚
子
元
日
は
、
こ
の
升
屋
の
全
盛
期
を
現
出
す
る
前
の

野
心
に
満
ち
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
も
そ
う
し
た
蝠
桃
の
氣

概
を
示
す
氣
宇
牡
大
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

最
も
老
年
で
あ
る
寛
政
十
一
年
五
十
二
歳
の
作
を
あ
げ
る
。

初
秋
、
賂
之
但
州
、
途
中
作
寛
政
十
一
己
未

匹
馬
行
装
指
但
州
残
炎
未
去
使
人
愁

松
風
吹
落
村
園
夕
暦
日
猶
知
山
谷
秋

池
水
悠
々
過
掘
野
樹
梢
鬱
々
到
丹
丘 六

六



黄
昏
何
寺
烏
鐘
響
南
顧
躊
躇
憶
奮
遊

匹
馬
行
装
但
州
を
指
す
、
残
炎
未
だ
去
ら
ず
人
を
し
て
愁
へ
し

む
、
松
風
吹
き
落
つ
村
園
の
夕
、
暦
日
猶
知
る
山
谷
の
秋
、
池
水

悠
々
と
し
て
振
野
を
過
ぐ
、
樹
梢
鬱
々
と
し
て
丹
丘
に
到
る
、
黄

昏
何
れ
の
寺
か
甍
鐘
響
く
、
南
顧
躊
躇
し
て
薔
遊
を
憶
ふ
）

こ
の
旅
は
、
一
巻
の
七
言
古
詩
「
温
泉
行
」
、
三
巻
の

詩
「
湯
島
郎
事
」
、
六
巻
最
尾
の
紀
行
「
浴
但
山
記
」
の
と
同
じ

旅
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
蝠
桃
は
宿
病
の
足
指
の
痺
を
な

お
す
た
め
、
但
馬
の
湯
島
（
城
崎
温
泉
）
に
湯
治
に
行
っ
た
も
の

で
、
出
疲
は
寛
政
十
一
年
七
月
十
九
日
、
同
行
は
中
原
氏
、
二
十

三
日
に
目
的
地
に
到
着
し
た
。
蝠
桃
は
、
こ
の
温
泉
を
天
下
に
紹

介
し
た
後
藤
艮
山
の
門
人
香
川
氏
の
著
書
「
薬
選
」
を
携
行
し
、

そ
の
浴
法
に
従
っ
て
二
十
四
日
か
ら
入
湯
治
療
し
た
。
し
か
し
、

二
十
七
日
に
聾
寝
を
し
て
か
ら
風
邪
に
か
か
る
。

「
忽
忘
教
戒
、
浴
衣
而
臥
、
宰
我
氏
導
我
、
而
入
華
脊
、
山
中

之
風
、
急
驚
眠
而
起
…
…
…
」
（
「
浴
但
山
記
」
書
喪
を
宰
我
氏
と
表

現
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
夢
之
代
」
の
初
稿
本
「
宰
我
の
償
」
の
題
名
と
の
闘

連
が
認
め
ら
れ
る
。
）

中
原
氏
の
看
病
を
受
け
、
八
月
に
は
い
っ
て
よ
う
や
く
風
邪
も
な

お
り
、
同
十
五
日
に
蹄
路
に
つ
い
た
。
こ
れ
が
「
草
稿
抄
」
の
最

尾
で
あ
る
。

山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

注
覺
鐘
は
鐘
の
異
稲
。

六
七

こ
れ
ら
か
ら
「
草
稿
抄
」
の
編
輯
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
作
品

を
種
類
に
よ
っ
て
分
類
し
て
六
巻
に
わ
け
、
そ
の
中
に
若
干
の
前

後
は
あ
る
が
、
大
臆
制
作
年
代
に
従
っ
て
並
べ
た
黙
が
認
め
ら

れ
、
寛
政
十
一
年
の
湯
島
温
泉
へ
の
湯
治
が
最
終
と
な
っ
て
い
冬

る
。
作
風
も
年
齢
の
老
い
る
に
従
っ
て
氣
負
っ
た
所
が
少
く
な

り
、
落
ち
着
い
た
も
の
へ
と
麦
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

草
稿
抄
の
内
容
を
一
瞥
す
る
た
め
に
、
各
詩
文
の
題
を
巻
毎
に

順
番
に
畢
げ
る
。
（
訓
貼
は
筆
者
が
つ
け
た
。
）

巻
之
一

ノ

あ

し

た

ク

ヲ

二

獨
酌
成
詩
。
送
＝
＝
一
古
林
君
明
之
二
尾
陽
f

ノ

ク

ヲ

奉
-
―
賀
主
人
公
新
居
f

送
ー
ニ
子
文
津
田
氏
之
1

一
談
山
f

述
懐

ノ

ニ

ス
呈
天
夫
井
上
君
f

出
塞
曲
。
題
顧
波
宮
朝
貢
岡
f

出
塞
曲
。

ノ
ル
ヲ

又
。
奉
―
―
送
大
鎮
堀
田
侯
東
旋
f

送
i

一
公
威
山
邊
君
還
-

I

江
都
f

ノ

ニ

（
七
言
古
詩
）
題
―
―
豊
後
州
大
勝
密
院
、
所
レ
得
蓬
莱
石
f

東
方
朔
賛
。
味
鼎
。
東
征
行
。
其
二
。
中
秋
遊
1

一
石
山
大
観
亭
f

ヲ

不
レ
見
レ
月
。
懐
徳
書
院
燕
集
、
奉
忌
怠
子
光
木
谷
氏
還
―
―
備
中
f

得
レ
先
。
蜜
虎
行
。
甕
馬
引
題
―
v王
人
公
新
薗
f

秋
日
遊
―
―
南

雙
其
二
登
哀
置
山
f

其
三
蛮
―
笠
置
山
f

舟
下
二
木
津
騨
f

還
二
南

璽

過

床

長

州

墓

f

芳
山
懐
古
。
元
日
題
レ
事
塁
松
扇
f

中
秋
須
磨
浦
賞
レ
月
。
玩
月
。
賀
二
山
口
氏
八
十
八
算
f

賦ニ

内

容



山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

祠
前
栴
。
琵
琶
湖
遊
羞
。
山
中
避
暑
゜
ヌ

ヲ

又
。
戸
江
。
七
夕
詞
。
又
。
詠
―
―
落
葉
f

雪
中
尋
レ
梅
゜

ル

ル

ヲ

二

竺
洞
庭
f

又

゜

又

゜

盆

中

牡

丹

。

送

1

一
僧
還
＞
山
。

又
。
又
。
又
。
季
夏
、
家
大
人
束
〗
浪
華
「
嬰
レ
病
、
敷
見
テ

而
得
磁
、
仲
秋
還
レ
郷
、
回
喜
賦
゜
賦
i
i

近
水
棲
豪
先
得
＞
月
。

鼠
瓶
中
紅
白
牡
丹
→
送
〗
佐
藤
氏
ご
戸
猛
即
玉
端
午
郎
事
。

翠
人
従
℃
軍
。
盆
梅
。
元
日
早
朝
。
癸
卯
元
日
。
又
゜

丙
午
元
日
丙
午
元
朔
午
時
、
有
二
日
食
f

゜
早
秋
寄
ぃ
人
咋
雨
峯
先

生
挽
詞
中
邑
氏
。
送
〗
弟
季
列
乞
〗
尾
陽
→
夏
日
早
行
。
題
[

麿

璽

仲

秋

十

三

夜

心

逸

堂

小

集

。

観

猟

。

春

寒

。

悶
仰
齊
早
野
氏
『
夜
泊
。
浪
華
早
春
。
思
胎
堂
小
集
。
味
i

i

螢
紅
老
婦
嘆
〗
鏡0

9

秋
日
高
雄
山
見
〗
楓

0
7

未
開
ノ
桃
花
。

獨
酌
成
詩
。
遊
―
―
河
内
「
其
一
、
唇
田
廟
。
其
二
、
千
練
破
古

ジ
ク

墨
〗
其
―
―
〖
這
法
寺
源
公
三
世
墓
。
季
春
、
同
―
―
諸
君
乙
暴
手
網

ノ

ル

ヲ

洲
「
北
墓
憶
孟
翌
啄
君
在
―
―
嵯
峨
『
東
園
六
詠
、
其
一
白
雲
棲
。

其
二
通
仙
門
。
其
三
垂
花
嗚
。
其
四
酔
月
亭
゜
其
五
襄
裳
憂
゜
其

六
撫
松
巡
。
題
浪
華
城
内
外
避
暑
之
闘
コ
一
十
二
首
、
其
一
、

江
゜
其
二
、
廣
田
森
。
一
、
天
王
寺
。
其
四
、
清
水
寺
。

其

ブ

ヲ

ヲ

ス

ヲ

博
法
州
正
蓮
寺
後
園
鶴
結
油
秀
奉
二
賀
竹
山
先
生
六
十
f

季
秋

ル翠
弟
季
烈
之
〗
江
都
→
小
林
氏
之
ご
＿
仙
豪
ご
官
原
氏
忍
＊
仙
豪
〗

温
泉
行
。

巻
之
二

五
、
生
玉
祠
。
其
六
、
瑞
龍
寺
。
其
七
、
十
三
嶺
。
其
八
、
高
津

祠
。
其
九
、
四
橋
。
其
十
、
本
願
寺
。
其
十
一
、
城
畔
゜
其
十

二
、
網
島
。
其
十
三
、
浪
華
橋
。
其
十
四
、
菅
廟
。
其
十
五
、
海

門
。
其
十
六
、
妙
徳
寺
。
其
十
七
、
太
融
寺
。
其
十
八
、
豊
林
。

其
十
九
、
逍
遥
亭
空
三
番
邑
f

其
二
十
、
伊
丹
。
其
二
十
一
、

紫
雲
山
。
其
二
十
二
、
箕
面
山
。
詠
〗
蓋
見
戸
微

o
e
J
又
。
野

望

。

従

軍

行

。

春

夜

別
i

友
人
f

早
春
滸
望
。
羞
月
有

ス

ス

ル

ニ

ニ

懐
゜
擬
玄
主
別
荘
侍
に
長
應
制
f

挽
―
―
葛
子
琴
f

雪
意
。

プ

垂
絲
海
棠
。
冬
日
遊
1

一
南
郊
f

題
1

一
今
宮
邑
蒸
湯
f

夏
夜
雨
。

味
刀
。
奉
壽
ス
主
人
公
皇
焉
此

f

其
二
。
送
丁
乞
〗
崎
陽
[

翌
人
之
二
長
門
f

見
1

一
梵
櫻
『
早
行
其
一
。
其
二
。
其

三

。

味
1

一
閏
月
f

釆
蓮
曲
。
中
秋
賞
月
。
箕
山
見
孟
膝
水
f

土
岳
陽
棲
『
洗
心
亭
落
成
宴
。
澄
江
亭
宴
集
仙
台
邸
也
。

勿
越
闘
懐
古
将
レ
之
―
―
仙
台
f

二
月
廿
二
日
過
レ
此
。
鹿
島
祠
二
月
十
八

日
。
松
島
三
月
五
日
。

（
五
言
排
律
）
擬
下
亨
和
聖
製
春
日
幸
1

一
東
山
一
應
制
3

殿
上

ル

ノ

ク

ヲ

月
。
須
磨
懐
古
。
送
三
人
之
一
一
豊
前
f

‘

詠
史
三
十
六
韻
。
山

ク
ヲ

家
花
。
洛
城
早
秋
。
送
1

二
村
上
氏
之
―
―
仙
豪
f

巻
之
三

（
七
言
律
詩
）
擬
箪
和
聖
製
秋
日
警
高
雄
山
「
應
制
知

ざ
フ
ル
ル
ラ

葬

甑

今

上

羞

幸

新

宮

f

贈
1

一
琉
球
正
使
宜
野
潤
王
子
f

恭

味
1

一
双
鶴
「
奉
―
―
賀
岡
侯
閤
下
六
十
初
度
f

恭
―
―
賀
土
州
侯
閣

六
八



下
四
十
華
誕
『
奉
―
―
送
府
帥
堀
田
紀
公
東
銅
。
竹
山
先
生
席

シ

ク

シ

上
恭
賦
、
奉
1

一
呈
平
島
館
主
源
公
執
事
f

甲
辰
元
旦
憶
二
故
郷
f

庚
子
元
日
。
浪
華
元
日
。
元
日
寄
―
―
弟
季
烈
。
浪
華
早
春
。

ノ

プ

ヲ

田
家
早
春
。
送
ー
1

一
谷
君
蹄
1

一
故
郷
f

送
＝
一
人
遊
云
方
山
f

叉゚

ル

ノ

ク

ヲ

ル

ノ

ク

ヲ

ノ

ク

ヲ

奉
忌
怠
主
人
公
之
―
―
京
師
f

送
弓
仝
を
南
都
f

送
1

＝
一
人
之
―
―
馬
山
f

ノ

キ

ニ

ク

ヲ

送
＝
―
-
大
島
君
就
レ
召
之
―
―
江
都
f

初
冬
送
下
曾
根
君
之
1

一
浦
賀
f

田

I

ク
ヲ

ク
ラ

代
君
之
―
―
江
都
「
弟
李
烈
之
中
仙
豪
上
送
＝
l

人
之
1

一
蜀
中
f

擬
1

一明

罷
f

送
＝
―
-
遍
照
園
上
人
蹄
―
―
備
中
f

送＝
i
-

遠
藤
中
村
二
君
還
―
―
白

川
f

奉
忌
怠
竹
山
先
生
之
―
―
江
都
f

離
筵
分
韻
。
送
＝
一
人
之
1

一松

前
f

送
ー
ニ
子
文
津
田
君
還
二
淡
山
f

雪
仮
山
。
冨
士
山
。

上
1

一
多
武
峯
『
登
ー
一
比
叡
山
f

芳
山
懐
古
゜
叉
。
題
―
―
箕

山
瀑
泉
圏
f

九
日
登
―
―
生
駒
山
f

九
日
登
高
。
又
。
宴
ニ

ノ

ニ

友
人
別
業
『
題
雨
堤
柳
下
繋
舟
圏
『
題
1

一
桃
源
圏
f

遊
1

-

天
王
寺
f

天
王
寺
避
暑
。
中
秋
石
山
大
観
亭
賞
月
。
中
秋

淀
レ
海
。
南
槻
賞
月
。
珠
摩
赤
石
賞
月
。
仲
秋
不
レ
見
レ
月
。

ヲ

ス

ニ

過
麦
人
別
旺
酎
ご
雨
。
卜
居
篇
賀
―
―
古
林
氏
f

放
鶴
゜

賀
三
浦
君
六
十
f

老
宮
人
。
味
刀
。
克
川
螢
火
。
早
起

遊
蕊
川

f

赴
―
―
赤
石
—
舟
中
作
。
早
春
墨
江
遊
望
。
迄
甑

夷

観

海

。

雪

中

過

1

一
友
人
別
業
f

不
レ
能
レ
買
レ
書
。
菊
圃
゜

歳
中
迎
レ
春
c

移
レ
竹
。
挽
1

一
子
厚
山
中
氏
f

登
三
一
條
城
棲
f

東
幅
寺
賞
楓
。
主
家
園
中
牡
丹
時
主
人
公
在
―
―
奥
州
f

寄
―
―
豊
後

脇
子
善
f

井
上
君
束
二
浪
華
f

喜

賦

呈

上

。

滸
1

一
洛
陽
f

新

山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

六
九

ス

ノ

ル

ニ

ニ

プ

ヲ

秋

早

行

。

寄
1
1
1

佐
藤
氏
在
＝
江
都
『
季
夏
浪
華
橋
西
乏
レ
舟
。

フ

ヲ

人
日
憶
レ
友
。
奉
1

一
賀
伯
父
公
八
十
八
算
『
高
津
滸
望
。
遥

ル

ヲ

ル

ヲ

賀
面
豪
菊
史
翁
六
十
f

賦
―
―
花
下
忘
贔
卸
。
仲
秋
朔
、
宴
二
仙

ジ

ヲ

豪
邸
第
「
垂
釣
。
詠
レ
鶴
、
賀
二
低
肥
大
夫
山
田
君
六
十
f

賀――

永
井
氏
六
十
華
延
f

季
夏
、
菅
廟
祀
日
即
事
。
遊
―
―
天
王
寺
f

見
レ
架
。
春
分
後
入
二
奥
園
函
ぞ
雪
将
レ
之
―
―
仙
台
f

二
月
二
十
二
日

入
1

一
奥
界
f

藍
竜
祠
三
月
五
日
。
上
一
一
仙
憂
城
棲
＝
―
-
月
朔
。
奉
―
―
-

ノ

送
主
人
公
之
二
仙
豪
f

巻
之
四

ノ

ニ

（
五
言
絶
句
）
題
孟
柏
木
寒
鶉
圏
f

幼
女
詞
。
又
゜

剪
二
採
花
f

又

゜

又

。

周

茂

叔

賛

。

聞

箪

二

首

。

春

I

――
 

暁

。

題

圭

璧

圏
f

題

別

業
f

送
レ
人
。
水
邊
送
別
。

賠
一
友
人
f

畳

馬

。

鸞

虎

。

雪

竹

闘

。

山

水

賛

。

送

ー
1

一

上
笠
君
之
1

一
江
都
f

瀑
布
。
柳
上
燕
。
上
巳
。
訪
―
―
友
人
f

釆
蓮
曲
五
首
。
舟
中
郎
事
。
夏
日
山
中
。
江
亭
避
暑
゜

秋
園
帥
花
。
秋
日
仙
豪
邸
水
櫻
垂
釣
。
聾
馬
行
。
牧
童
詞
。

三
月
十
三
日
到
―
―
城
址
―

在
―
―
源
廷
尉
像
―

題
月
落
雁
之
園
f

蝋
燭
。
高
舘
懐
古

（
七
言
絶
句
）
秋
睛
゜
楓
林
遇
レ
雨
。
夜
総
。
春
郊

レ
レ
ヲ

曲
。
訪
ー
ニ
唐
津
大
夫
水
野
君
隠
1

一
伏
水
f

桃
山
即
事
。
訪
―
―

ブ

ヲ

プ

ヲ

僧
房
f

初
夏
雨
中
。
漢
川
淀
レ
舟
。
海
門
淀
レ
舟
。
初
夏

陪
后
植
氏
佐
藤
氏
函
宮
城
和
一
其
一
木
長
州
墓
。
其
二
宿
―
―
志
貴

山
f

其
二
龍
田
詞
。
其
三
春
日
祠
。
其
四
鷲
峯
山
。
其
五
笠
置



山。

山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

其
六
菟
川
浙
米
灘
。
入
讃
途
中
作
其
一
楠
公
墓
。
一
須

其
三
舞
妓
濱
゜
其
四
栃
本
席
。
其
五
尾
上
祠
。
其
六
石
室

祠
。
其
七
曾
根
松
゜
其
八
小
豆
洲
゜
其
九
屋
島
。
其
十
象
頭
山
。

其
十
一
盤
低
海
。
其
十
二
吉
備
津
祠
゜
其
十
三
藤
戸
。
其
十
四
瀧

ヲ
ク

野
。
中
秋
五
日
猿
二
浪
華
―
之
ユ
果
都
一
途
中
作
其
一
岐
岨
山
中
。

其
二
宿
隠
谷
騨
『
其
三
能
見
堂
。
其
四
濯
首
池
。
其
五
消
見

寺
。
其
六
瀬
多
橋
。
海
中
十
二
観
其
一
浦
松
。
其
二
孤
島
。

其
三
漁
村
。
其
四
洲
芦
。
其
五
洪
濤
゜
其
六
断
霞
。
其
七
軽
鴎
゜

其
八
遠
山
。
其
九
片
帆
。
其
十
釣
艇
。
其
十
一
夕
陽
゜
其
十
二
晩

潮
。
春
日
見
屁
二
首
。
夏
日
山
中
二
首
。
新
井
冨
士
此
詩

吝
東
郎
其
六
也
。
中
秋
賞
月
十
首
。
賀
:
井
上
君
応
〗
浪
華
玉

蹄
雁
。
播
滸
雑
詩
其
一
須
摩
゜
其
二
曾
根
松
゜
其
三
姫
路
城
。

侠
客
行
二
首
。
題
一
＿
梅
下
美
人
闘
↓
初
夏
田
家
。
賦
＝
長
厨
ヲ
月

存
手
。
過
―
―
禁
門
f

喜
雨
。
味
松
。
拇
衣
曲
。
放
窟
。

牽

牛

花

。

春

郊

。

逢

侠

者

。

夏

日

山

中

。

蕉

雨

。

至

日
宴
穴
百
亭
三
首
。
瓶
中
菊
。
秋
盛
作
二
首
。
漁
村
夜

泊
。
秋
海
棠
。
九
日
寄
ー
ニ
弟
季
烈
在
―
―
江
都
f

北
洲
吟
゜

開
進
レ
酒
。
少
年
行
。
閏
思
。
遊
子
吟
。
宮
詞
。

玉
階
螢
゜
瓶
中
蓮
。
橋
上
霜
。
立
春
夜
宴
。
望
二
浪
華

撼

宮

人

斜

。

江

上

吟

二

首

。

山

路

賞

楓

二

首

。

初

冬
吟
二
首
。
元
日
釣
客
。
華
燭
引
二
首
。
山
路
見
花
二

首
。
新
秋
夜
坐
゜
弦
月
。
南
皐
堂
小
集
呈
二
主
人
f

三
首
。
箇
園
菊
花
。
雪
中
野
竹
。
冬
夜
胃
雪
。

ル

ノ

フ

ヲ

ニ

ル

ノ

ク

ヲ

月
下
梅
花
。
送
一
一
人
従
＞
軍
。
従
軍
行
二
首
。
送
ー
ー
仄
写
含
馬

ノクヲ

ノルヲ

山
『
送
三
菱
川
君
還
1

一
越
州
f

送
＝
―
-
梅
岸
池
上
氏
之
―
―
雲
州
『

ル

ヲ

二

送
1

一
谷
君
還
＞
郷
二
首
。
歳
晩
宴
集
送
三
弓
削
氏
蹄
1

一
日
向
f

水

ル
ノ
ク
ヲ
―
―

上
送
別
。
離
筵
。
中
秋
宴
別
―
―
上
笠
君
f

送
―
―
人
之
＞
京
。

冬
夜
旅
行
。
秋
江
送
レ
人
。
送
―
―
大
夫
中
川
君
f

秋
日
送
レ

ノプヲ

人
五
首
。
奉
―
―
ー
送
竹
山
先
生
遊
―
―
但
州
『
仲
夏
送
一
五
芍
函
喘
二

ル
E
9

『一

君
還
＞
郷
三
首
。
仲
秋
登
―
―
葛
城
山
ニ
一
首
。
柳
塘
。
和
下
堤

7

ノ＂ーニ

君
乏
レ
江
韻
g

和
晶
堅
人
幽
居
示
¢
遇
之
作
邸
孟
夏
廷
―
―
墨
江
―

五
首
。
夏
日
乏
レ
舟
十
首
。
媒
雨
。
秋
日
野
羞
。
寄
―
―
懐

友
人
f

寄―
1

堤
君
f

憐
1

一
家
弟
臥
五
病
。
訪
1

一
隠
者
ニ
ニ
首
。

ノ
ル
ル
ニ
七

今
宮
寓
居
雨
中
諸
君
束
訪
。
和
―
―
豊
州
甕
山
君
見
ァ
寄
（
三
首
）
。

ス

ニ

宿
―
―
田
家
『
夏
日
飲
レ
棲
。
秋
日
賞
楓
。
漁
村
即
事
。
秋

月
。
早
秋
尉
雨
二
首
。
秋
夕
吟
。
秋
夜
獨
坐
。
大
夫
中

川
君
蹄
路
過
1

一
浪
華
f

九
日
登
高
二
首
。
十
日
菊
。
題
1

一別

業
（
二
首
）
。
揖
衣
曲
。
野
梅
。
味
櫻
。
春
日
雑
興
五

首
。
冬
日
郊
行
五
首
。
梅
花
五
首
。
雨
中
梅
。
新
荷
゜

題
酋
王
母
像
f

杉

遵

上

巳

二

首

。

春

郊

二

首

。

赴

レ

京
途
中
遇
レ
雪
。
歳
晩
小
集
。
寒
夜
劉
レ
雨
。
浪
華
早
春
。

警
賀
主
家
伯
父
大
人
八
十
八
算
二
首
。
孟
夏
遊
―
―
網
島
f

観

遵
睾
文
龍
館
『
田
家
早
起
二
首
。
江
上
聞
レ
笛
。
寄
―
―

松
宇
君
『
夏
夜
雨
。
春
畝
。
題
―
一
獨
釣
圏
f

秋
夜
宴
集

七
〇



イ

デ

ル

ヲ

二

警
千
梅
頼
君
至
臼
丘
都
尋
還
蘊
。
花
前
封
酌
。
孟
夏
懐

ル
ヲ

徳
堂
小
集
皐
千
秋
頼
君
渥
藝
州
f

九
日
登
―
―
伊
駒
山
f

落ニ

國
學
學
舎
新
成
『
賀
i

i

仙
豪
志
村
氏
桑
梓
八
十
七
十
『
雪
江

ニ

カ

ン

ト

詞
冗
得
蘊
繹
三
嗣
望
。
開
之
ー
一
仙
蓋
雙
宴
舟
中
―
貿
別

子
喜
政
九
年
丁
巳
。
投
筆
山
。
桶
間
懐
古
。
清
見

諸
子
一
正
月
二
十
八
日
也

寺
。
不
二
山
。
玉
笥
闘
。
金
原
二
首
。
利
根
川
。
和
下

リ
テ

蕉
園
先
生
在
1

一
江
戸
面
炉
寄
韻
g

（
六
言
附
紹
句
律
排
律
亦
附
）
金
崎
氏
小
集
和
―
―
南
披
君
北
洲

吟
胴
f

題
―
山
水
春
暁
圏
『
和
―
―
子
節
藤
田
氏
墨
江
途
中
胴
f

烏
夜
暗
。
瓶
中
松
。
従
軍
行
三
首
。
題
1

一
僧
壁
ニ
一
首
。

初
夏
訪
1

一
金
寄
氏
f

ル
ノ

巻
之
五

ス

ル

ノ

9

-

i

（
序
跛
）
擬
下
送
―
―
遣
唐
使
―
序
5

送
―
―
中
山
使
宜
野
潤
王
子
―

9

9

 

序
。
送
一
二
梅
岸
池
上
氏
之
―
―
雲
州
一
序
。
仙
豪
木
村
氏
都
土
産

序
。
跛
―
―
作
州
皿
山
八
孝
子
博
f

プ
ノ

（
記
）
滸
1

一
高
津
一
記
。
櫻
船
陪
滸
記
。
紫
芝
窟
記
。

-
l

ル
ノ

三
奇
亭
記
。
抑
棲
記
。
四
水
館
記
。
夢
登
―
―
不
二
山
一
記
。

ウ
ッ
J

（
論
）
有
教
無
類
論
。
伍
子
脊
鞭
1

一
平
王
之
戸
一
論
。

苑
誰
論
。
問
柴
毅
…
…
。
問
武
王
…
…
。

（
説
）
放
編
説
。
紙
説
。

（
辮
）
王
覇
辮
゜

ス
ル
ノ

（
弔
文
）
弔
1

一
楠
正
行
―
文
゜

山
片
蝠
桃
の
「
草
縞
抄
」

七

ム
ル
ノ

ノ

ヲ

（
紀
事
）
記
＝
虎
餘
新
左
術
門
事
『
記
下
毛
利
元
就
諫
1

一
大

ク

マ

ヒ

ヲ

ノ

ヲ

記
贔
平
略
帝
獲
ー
一
巨
猪
直
后
諫

ヲ

ヲ

内
義
隆
―
事
知
記
―
―
篠
原
戦
f

記
知
；
鼠
獲
良
王
犀
記
野
山
ー
事
〗
記
勾
リ
中
重
門
事

f

記
[

ノ

ヲ

月
岡
左
膳
事
『
記
―
―
米
田
氏
忠
義
事
f

記
―
―
大
久
保
忠
世
郎
智

ヒ
ラ
，
＇

之
事
f

記
ユ
塵
江
兼
謳
之
事
f

記
下
東
照
宮
陥
―
―
泥
禅
一
之
事
g

ノ

ヲ

ノ

ヲ

記
三
一
一
方
原
戦
f

記
―
―
六
左
術
門
僕
櫂
助
事
f

侭
狐
新
語
。

ノ

ヲ

記
-

1

尾
闊
石
見
事
f

永
井
好
古
智
足
録
跛
゜

巻
之
六

（
紀
行
尺
贖
）
入
讃
記
。
北
河
行
。
南
河
行
。
元
旦

フ

ル

ノ

と

フ

ル

、

ノ

興―
1

弟
季
烈
一
書
。
輿
1

一
播
州
覺
正
寺
一
書
。
再
答
二
覺
正
寺
―

書

。

擬
1

一
皇
子
護
良
獄
中
上
書
『
浴
但
山
記
。

以
上
、
蝠
桃
自
身
が
分
類
編
輯
し
た
も
の
で
、
そ
の
敷
は
、
五

言
古
詩
11
題
11
首
、
七
言
古
詩
19
題
22
首
、
七
言
律
詩
85
題
88
首、

五
言
絶
句

34
題
43
首
、
七
言
絶
句
152
題
235
首
、
六
言
附

8
題
11

首
、
詩
の
合
計

m題
潤
首
、
序
跛
5
篇
、
記
7
篇
、
論
5
篇
、
説

2
篇
、
辮
1
篇
、
弔
文
1
篇
、
記
事
16
篇
、
紀
行
尺
贖
9
篇
、
文

の
合
計
46
篇
で
あ
る
。

巻
之
一
巻
頭
の
詩
を
次
に
あ
げ
る
。

獨
酌
成
詩

逓
日
芳
卿
調
、
四
羞
正
悠
々
、
雖
有
一
陶
酒
、
地
僻
絶
交
滸
、
把

杯
誰
輿
談
、
乗
酔
燭
自
謳
、
無
客
悩
孔
融
、
劉
影
憶
李
白
、
一
斗

雖
自
傾
、
深
断
詩
三
百
、
（
遅
日
芳
帥
し
げ
り
、
四
望
正
に
悠
々
、



注

蒙
求
下

山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

一
陶
酒
有
り
と
雖
も
、
地
僻
に
し
て
交
滸
を
絶
つ
、
杯
を
把
り
て

誰
と
と
も
に
か
談
ぜ
ん
、
酔
ひ
に
乗
じ
て
獨
り
自
ら
謳
ふ
、
客
無

く
し
て
は
孔
融
を
悩
み
、
影
に
封
し
て
は
李
白
を
憶
ふ
、
一
斗
自

ら
傾
く
と
雖
も
、
深
く
漸
‘
‘
つ
詩
三
百
）

「
後
漢
孔
融
…
…
…
及
レ
退
二
閑
職
f

賓
客
日
盈
レ
門
、
常
歎

曰
、
坐
上
客
恒
満
、
樽
中
酒
不
レ
空
、
吾
無
レ
憂
突
」

李
白
、
月
下
獨
酌
詩
「
翠
レ
杯
遊
二
明
月
f

射
レ
影
成
三
二
人
―
」

こ
の
詩
を
巻
頭
に
掲
げ
た
蝠
桃
の
員
意
は
、
果
し
て
ど
こ
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
孔
子
が
詩
紐
三
百
余
篇
を
指
し
た
語
に
な

ぞ
ら
え
た
こ
の
中
の
「
詩
三
百
」
が
、
あ
と
に
績
く
自
作
の
詩
を

指
す
と
す
れ
ば
、
彼
蝠
桃
の
、
こ
の
詩
文
集
に
到
す
る
並
々
な
ら
ぬ

自
負
心
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
郎
ち
、
自
分
自
身
の
居
る

場
所
を
僻
阪
の
地
と
み
た
て
、
倶
に
語
り
合
う
べ
き
友
を
持
た
ぬ

こ
と
を
嘆
き
、
後
漢
の
孔
融
が
閑
職
に
退
い
て
も
坐
上
に
客
が
常

に
満
ち
、
樽
中
に
酒
が
空
し
く
な
か
っ
た
こ
と
を
羨
や
み
、
ひ
と

り
我
が
影
に
む
か
っ
て
李
白
の
如
き
友
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て
い

る
と
こ
の
詩
を
解
し
た
時
、
彼
の
自
分
の
學
問
人
徳
を
孔
融
に
、

詩
オ
を
李
白
に
も
比
し
た
絶
大
な
自
信
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
こ
の
「
詩
文
抄
」
の
詩
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
分

類
し
て
み
る
と
、
景
物

3
1
%
、
送
別
訪
問

1
5
%
、
紀
行

1
3
%
、
即

事

1
1
%
、
感
慨

6
%
、
故
事
懐
古

6
%
、
題
圏

6
%
、
賀

4
%
、

人
に
寄
せ
る

3
%、
人
物

2
%、
挽
詞

1
%、
應
制

1
%、
其
の

七二

他
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
、
感
慨
に
つ
い
て
は
元
日
の
所
懐
を

述
べ
た
の
が

9
題
あ
る
。
故
事
懐
古
に
つ
い
て
は
、
日
本
よ
り
む

し
ろ
中
國
に
闊
す
る
方
が
多
い
の
が
目
に
つ
く
。
紀
行
は
「
巻
之

六
」
の
紀
行
文
に
付
随
し
た
も
の
が
多
い
が
、
避
暑
の
詩
も

11

讐
る
。
今
も
昔
も
愛
わ
ら
な
い
大
阪
の
夏
の
耐
え
が
た
い
暑
さ

に
、
蝠
桃
も
餘
程
弱
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
小
西
束
山
が

「
涼
し
さ
に
四
つ
橋
を
四
つ
渡
り
け
り
」
と
よ
ん
だ
四
つ
橋
に
つ

い
て
、
巻
の
二
「
題
浪
華
城
内
外
避
暑
之
園
、
二
十
二
首
」
中
に

次
の
詩
を
載
せ
て
い
る
。

其
九
、
四
橋

莫
水
支
流
衆
縦
横
連
四
梁

椅
欄
臨
夜
月
下
岸
覺
秋
涼

人
去
南
街
外
山
連
北
斗
傍

披
襟
煩
熱
解
西
向
憶
漏
湘

（
奨
水
支
流
お
ほ
し
、
縦
横
四
梁
を
連
ぬ
、
欄
に
椅
り
て
夜
月
を

の
ぞ
み
、
岸
に
下
り
て
秋
涼
を
覺
ゆ
、
人
は
去
る
南
街
の
外
、
山

は
連
な
る
北
斗
の
傍
、
襟
を
披
け
ば
煩
熱
解
け
、
西
向
し
て
漏
湘

を
憶
ふ
）

注
奨
水
ー
と
ど
こ
お
っ
た
川
の
意
か
ら
淀
川
を
指
す
。

か
。
湘
滴
ー
洞
庭
湖
に
注
ぐ
、
滴
湘
八
景
の
名
勝
。

臨
ー
望
の
意

か
つ
て
交
叉
し
た
二
つ
の
川
が
、
地
下
駐
車
場
と
高
速
高
架
道
路

と
化
し
た
今
日
の
あ
り
さ
ま
を
見
れ
ば
、
蝠
桃
は
果
し
て
ど
ん
な



蝠
桃
の
交
友
闘
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
の
中
で
必
ず
し

も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
編
田
次
郎
氏
も
そ
の
著
「
山
片
蝠

桃
」
の
中
で
、
「
婚
桃
翁
の
詩
文
集
『
草
稿
抄
』
や
其
他
の
著
述

に
多
く
の
人
名
が
見
え
て
ゐ
る
が
、
左
し
た
る
人
も
無
い
様
で
あ

る
か
ら
、
凡
て
省
い
て
い
は
ぬ
」
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
が
、
こ
の

「
草
稿
抄
」
の
中
か
ら
少
し
注
目
す
べ
き
人
名
を
探
っ
て
み
る
。

「
草
稿
抄
」
の
中
の
人
名
中
で
、
蝠
桃
と
同
時
代
と
見
ら
れ
る

山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

人

間

関

係

詩
を
作
る
で
あ
ろ
う
か
。

叙
景
の
詩
に
は
次
に
畢
げ
る
よ
う
な
月
に
開
す
る
も
の
が
多

い
。
勿
論
自
然
科
學
・
天
文
學
の
封
象
と
し
て
の
月
で
は
な
く
、

花
鳥
風
月
の
月
と
し
て
鑑
賞
し
て
い
る
の
が
、
科
學
的
合
理
主
義

者
の
蝠
桃
と
し
て
は
面
白
い
。

巻
之
四
「
中
秋
賞
月
十
首
」
中
の
第
九
首

秋
色
癖
々
玉
兎
寒
雲
開
星
少
照
林
密

中
庭
攀
首
江
山
静
把
酒
遂
歓
坐
間
閑

（
秋
色
爾
々
と
し
て
玉
兎
寒
し
、
雲
開
き
星
少
く
し
て
林
密
を
照

ら
す
、
中
庭
首
を
畢
ぐ
れ
ば
江
山
静
か
な
り
、
酒
を
把
り
て
遂
歓

す
坐
間
の
蘭
）

注
玉
兎
1

月
の
別
名
、
月
の
中
に
う
さ
ぎ
が
い
る
と
い
う
僻
説
に
基
づ

く
。
林
密
ー
林
と
山
、
奥
偉
業
初
冬
月
夜
過
子
倣
詩
「
月
色
破
林
密
」

七

人
物
を
回
敗
の
多
い
順
に
書
き
ぬ
い
て
み
る
。

7
回
弟
季
烈
（
典

兵
術
）
、

6
回
主
人
重
芳
、

5
回
中
井
竹
山
、

3
回
井
上
（
大
夫
）
、

柘
植
（
興
一
右
術
門
・
新
右
術
門
）
、

2
回
古
林
（
賢
者
）
、
津
田

子
文
、
堀
田
侯
、
佐
藤
、
琉
球
正
使
宜
野
鷹
王
子
、
岡
侯
、
谷
、

主
家
伯
父
、
永
井
好
古
、
池
上
梅
岸
、
中
川
雀
治
郎
（
大
夫
）
、

蓋
山
、
堤
（
瞥
者
）
、
頼
千
秋
（
春
水
）
、
金
崎
、
播
州
覺
正
寺
門

譴
師
、

1
回
山
邊
公
威
（
腎
者
）
、
木
谷
子
光
、
山
口
輿
十
郎
、

小
林
、
菅
原
、
中
邑
雨
峯
、
松
平
新
助
（
丹
州
祖
山
之
大
夫
）
、

葛
子
琴
、
村
上
、
土
州
侯
、
平
島
館
主
（
足
利
義
根
）
、
大
島
、

曾
根
、
田
代
、
遍
照
圃
上
人
、
遠
藤
、
中
村
、
三
浦
（
竪
者
）
、

山
中
子
厚
、
脇
子
善
、
山
田
（
低
肥
大
夫
）
、
上
笠
、
水
野
（
唐

津
大
夫
）
、
谷
川
（
南
皐
堂
）
、
菱
川
、
弓
削
、
井
上
、
松
宇
、
頼

梅
関
、
志
村
（
仙
豪
）
、
中
井
蕉
園
、
南
披
（
北
州
）
、
藤
田
子

節
、
木
村
（
仙
豪
）
、
萱
野
、
三
蔵
（
息
子
芳
達
）
、
篤
（
外
祖

父
）
、
西
光
寺
、
高
谷
、
兄
（
安
兵
衛
）
、
中
原
、
中
井
履
軒
、
黒

崎
文
仲
、
黒
崎
正
平
、
赤
巖
、
牧
、
源
（
僕
）
。

最
も
回
敷
の
多
い
弟
季
烈
と
は
輿
兵
術
の
こ
と
で
、
彼
も
亦
升

屋
に
勤
め
、
仙
豪
・
江
戸
に
出
張
し
て
蝠
桃
の
片
腕
と
し
て
働
い

た
が
、
不
幸
寛
政
十
二
年
に
五
十
歳
に
達
せ
ず
し
て
江
戸
で
亡
く

な
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
有
坂
・
末
中
雨
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
「
草
稿
抄
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
詩
は
、
旅
を
送
る
も

の
が

3
、
元
日
に
寄
せ
る
も
の
が
1
、
江
戸
に
在
る
の
に
寄
せ
る



山
片
錨
桃
の
「
草
稿
抄
」

の
が
1
、
病
に
臥
し
て
い
る
の
を
憐
ん
だ
の
が
1
の
計
6
篇
で
あ

っ
て
、
い
ま
―
つ
は
元
日
に
異
え
た
書
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
を

睾
げ
る
と
、
~

憐
家
弟
臥
病
（
巻
之
四
）

癖
然
茅
屋
有
誰
尋
、
家
弟
平
生
惜
寸
陰

不
識
斯
人
兼
持
疾
、
莫
愁
廉
直
丈
夫
心

（
爾
然
た
る
茅
屋
誰
か
尋
ぬ
る
有
ら
ん
、
家
弟
平
生
寸
陰
を
惜
し

む
、
識
ら
ず
斯
の
人
兼
ね
て
疾
を
持
す
る
を
、
愁
ふ
る
莫
か
れ
廉

直
丈
夫
の
心
）

自
分
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
江
戸
・
尾
張
・
仙
豪
等
に
出
向
し
、

主
家
の
た
め
に
つ
く
し
て
病
を
得
た
肉
親
の
弟
に
封
す
る
い
つ
く

し
み
の
氣
持
ち
が
表
わ
れ
て
い
る
。
~

主
人
重
芳
に
つ
い
て
は
6
回
で
て
く
る
が
、
幼
時
か
ら
父
親
代

わ
り
と
な
っ
て
哺
育
し
た
主
人
に
封
す
る
父
性
愛
に
も
似
た
愛
情

が
、
次
の
詩
に
も
惑
じ
ら
れ
る
。

主
家
園
中
牡
丹
詞
人
公
在
奥
州
（
巻
之
三
）

主
人
未
返
向
誰
開
無
奈
晩
春
時
自
末

先
認
堂
前
紅
一
捻
更
誇
園
裏
錦
千
堆

粉
光
百
歩
天
香
満
妖
艶
三
更
曙
色
催

誰
君
酔
中
休
折
取
家
庭
平
日
費
栽
培

（
主
人
未
だ
返
ら
ず
誰
に
向
ひ
て
か
開
く
や
、
晩
春
時
に
お
の
づ

か
ら
来
る
を
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
な
し
、
先
づ
認
む
堂
前
紅
一

捻
、
更
に
誇
る
園
裏
錦
千
堆
、
粉
光
百
歩
天
香
満
ち
、
妖
艶
三
更

曙
色
催
す
、
誰
が
君
か
酔
中
折
取
す
る
を
や
め
よ
、
家
庭
平
日
栽

培
に
費
す
）

主
人
丹
精
の
牡
丹
の
盛
り
を
、
そ
の
主
人
に
見
せ
ら
れ
な
い
の
を

惜
し
む
忠
義
な
番
頭
と
し
て
の
至
情
が
、
文
字
の
底
に
潜
ん
で
い

る。
升
屋
本
家
は
天
明
四
年
火
災
に
か
か
り
、
堂
島
か
ら
梶
木
町
に

轄
居
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
詩
が
あ
る
。

奉
賀

主
人
公
新
居
（
巻
之
一
）

初
自
宅
堂
洲
、
四
世
凡
百
秋
、
不
料
羅
幾
儘
、
畢
家
水
南
投
、
幸

ト
十
弓
地
、
名
日
揖
木
街
、
城
中
寸
金
土
、
里
仁
風
俗
佳
、
雖
依

賠
巣
室
、
土
木
稲
々
起
、
移
松
又
栽
花
、
金
鱗
淫
池
水
、
鶉
宿
童

閉
庫
、
鶏
鳴
奴
開
門
、
設
燻
欲
煎
客
、
市
中
喜
不
喧
、
治
世
四
民

業
、
大
都
勢
牡
哉
、
請
君
安
荀
合
、
憤
勿
問
玉
杯
、

（
初
め
堂
洲
に
宅
せ
し
よ
り
、
四
世
お
よ
そ
百
秋
、
料
ら
ず
懐
儘

に
罹
り
、
家
を
畢
げ
て
水
南
に
投
ず
、
幸
に
十
弓
の
地
を
卜
し
、

名
づ
け
て
揖
木
街
（
梶
木
町
）
と
い
ふ
、
城
中
寸
金
の
土
、
里
仁

風
俗
佳
な
り
、
鵠
巣
の
室
に
依
る
と
雖
も
、
土
木
梢
ミ
起
る
、
松

わ
ら
べ
く
ら

を
移
し
又
花
を
栽
え
、
金
鱗
池
水
に
浮
ぶ
、
鵜
宿
り
て
童
庫
を
閉

や
つ
こ

ぢ
、
鶏
鳴
い
て
奴
門
を
開
く
、
儘
を
設
け
著
（
茶
）
を
煎
ら
ん
と

欲
す
、
市
中
喧
し
か
ら
ざ
る
を
喜
ぶ
、
治
世
四
民
の
業
、
大
都
の

七
四



又
女
兒
五
六
歳

勢
壮
な
る
か
な
、

ふ
こ
と
な
か
れ
）

こ
の
時
蝠
桃
は
三
十
七
歳
、
主
人
重
芳
は
二
十
一
歳
、
多
難
で
あ

っ
た
升
屋
の
家
運
も
こ
の
新
築
後
次
第
に
立
ち
直
り
を
見
せ
る
頃

で
あ
っ
た
。
主
家
の
沿
革
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
若
き
主
人
に
な

お
一
段
の
戒
心
を
ね
が
う
衷
心
が
に
じ
み
で
た
詩
で
あ
る
と
言
え

よ
う蝠
桃
の
詩
に
は
、
中
國
等
の
故
事
・
成
句
を
引
用
し
た
も
の
や

形
式
的
な
修
僻
法
が
多
く
、
又
同
じ
文
字
や
語
彙
の
多
用
が
認
め

ら
れ
、
全
般
に
や
や
理
屈
っ
ぽ
い
感
じ
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、

さ
す
が
に
肉
親
や
主
人
に
寄
せ
る
も
の
に
は
、
お
の
ず
か
ら
恩
愛

の
情
の
あ
ふ
れ
た
人
間
性
が
に
じ
み
で
て
、
讀
む
人
の
心
を
う
つ

も
の
が
あ
る
。
蝠
桃
に
は
前
記
三
蔵
の
上
に
、
り
ゅ
う
•
こ
と
の

二
女
が
あ
っ
た
こ
と
も
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の

二
つ
の
絶
句
は
彼
女
ら
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
か
。

幼
女
詞
（
巻
之
四
）

未
知
室
四
方
嬌
痴
坐
閾
房

随
母
開
明
鏡
慇
懃
學
晩
粧

（
未
だ
室
の
四
方
を
知
ら
ず
、
嬌
痴
閏
房
に
坐
す
、
母
に
諸
ひ
て

明
鏡
を
開
き
、
慇
懃
に
晩
粧
を
學
ぶ
）

巧
拙
未
可
知

山
片
蝠
桃
の
「
草
縞
抄
」

き
よ
う
ご
う

ふ
君
荀
合
に
安
ん
ぜ
よ
、
慎
み
て
玉
杯
を
問

注

七
五

李
杜
ー
李
白
・
杜
甫
。
扁
倉
ー
扁
前
・
倉
公
・
昔
の
名
瞥
。
九
原
ー

唯
懐
小
木
偶
頻
作
愛
憐
詞

（
女
兒
五
六
歳
、
巧
拙
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
、

き
、
頻
り
に
愛
憐
の
詞
を
な
す
）

「
夢
之
代
」
等
で
は
み
ら
れ
な
い
彼
の
妻
子
に
劉
す
る
愛
情
を
、

こ
こ
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

従
来
蝠
桃
と
の
闊
係
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
著
名
な

文
人
の
名
が
、
「
草
稿
抄
」
の
中
に
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
次
に

そ
の
幾
人
か
を
學
げ
る
。

と

葛
子
琴
は
、
大
阪
の
瞥
者
橋
本
翁
庵
の
こ
と
で
、
本
姓
葛
城
、

子
琴
は
字
で
あ
る
。
菅
甘
谷
・
兄
薬
郊
に
師
事
し
、
祇
園
南
海
の

詩
風
を
好
ん
だ
。
混
沌
詩
祉
に
入
っ
て
文
名
が
揚
が
り
、
竹
山
と

も
交
友
が
あ
っ
た
の
は
有
名
で
あ
る
。
天
明
四
年
五
月
七
日
に
没

し
て
い
る
が
、
婚
桃
は
次
の
挽
詞
を
作
っ
て
い
る
。

挽
葛
子
琴
（
巻
之
二
）

天
何
奪
名
士
爾
索
讀
書
豪

李
杜
詞
章
歌
扁
倉
方
術
灰

九
原
埋
賓
樹
一
世
惜
奇
才

友
生
長
別
涙
流
到
玉
江
隈

（
天
何
ぞ
名
士
を
奪
ふ
、
爾
索
た
り
讀
書
の
豪
、
李
杜
の
詞
章
歌

き
、
扁
倉
の
方
術
灰
た
り
。
九
原
賓
樹
を
埋
め
、
一
世
奇
オ
を
惜

く
ま

し
む
。
友
生
長
別
の
涙
、
流
れ
て
玉
江
の
隈
に
到
る
） 唯

小
木
偶
を
懐



山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

墓
場
。

頼
春
水
は
混
沌
祉
中
最
も
竹
山
に
親
し
く
、
そ
の
廣
島
藩
儒
と

な
っ
た
の
も
竹
山
の
勧
め
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
蝠
桃
も
亦
、

千
秋
（
春
水
）
梅
鹿
夫
妻
の
た
め
に
次
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。

秋
夜
宴
集
送
千
梅
頼
君
至
自
江
都
尋
還
藝
（
巻
之
四
）

燕
土
千
程
藝
又
逢
秋
天
守
去
任
風
潮

知
君
衣
錦
趨
庭
日
彩
筆
翻
々
雲
外
嘉

（
燕
土
千
程
藝
又
遥
か
な
り
、
秋
天
守
去
風
潮
に
任
ず
、
知
る
君

が
衣
錦
趨
庭
の
日
、
彩
筆
翻
々
と
し
て
雲
外
に
瓢
へ
る
を
）

注
趨
庭
ー
子
が
父
の
数
を
受
け
る
喩
、
春
水
の
父
享
翁
は
藝
州
竹
原
に

住
ん
で
い
た
。

（
巻
之
四
）

孟
夏
懐
徳
堂
小
集
送
千
秋
頼
君
還
藝
州

華
府
薫
風
停
玉
鞍
把
杯
今
夜
啓
君
歓

可
知
故
國
趨
庭
日
査
錦
添
光
人
盛
看

つ
く

（
華
府
の
薫
風
玉
鞍
を
停
め
、
杯
を
把
つ
て
今
夜
君
が
歓
び
を
馨

す
。
知
る
べ
し
故
國
趨
庭
の
日
、
聾
錦
光
を
添
へ
人
霊
＜
看
ん
）

脇
愚
山
は
豊
後
の
人
で
字
は
子
善
、
天
明
七
年
大
阪
に
来
て
竹

山
に
師
事
し
た
。
そ
の
西
に
蹄
る
時
、
竹
山
は
序
を
作
っ
て
送

り
、
竹
山
の
逸
史
が
成
っ
た
時
、
愚
山
は
之
に
序
を
作
っ
て
い

る
。
熊
本
藩
儒
と
な
り
、
時
習
館
の
教
授
と
な
っ
た
が
、
母
に
孝

養
を
つ
く
す
た
め
に
鶴
崎
に
退
い
て
教
授
し
た
。
そ
の
門
か
ら
帆

足
萬
里
が
生
ま
れ
た
。
白
河
架
翁
が
曾
つ
て
竹
山
に
門
下
の
高
足

注 を
た
ず
ね
た
が
、
竹
山
は
丸
川
松
陰
と
こ
の
愚
山
の
二
人
の
名
を

答
え
て
い
る
。
蝠
桃
は
巻
の
三
に
次
の
詩
を
載
せ
て
い
る
。

寄
豊
後
脇
子
善

書
信
寂
蓼
豊
後
州
三
春
分
手
思
悠
々

城
中
未
康
文
章
會
巖
下
何
妨
奥
鹿
遊

時
椅
高
棲
幡
魯
史
或
開
古
匝
撹
呉
鈎

憶
君
良
夜
迎
明
月
東
墓
千
山
慰
薔
愁

（
書
信
寂
蓼
た
り
豊
後
の
州
、
三
春
手
を
分
ち
思
ひ
悠
々
、
城
中

未
だ
陵
せ
ず
文
章
の
會
、
巖
下
何
ぞ
妨
げ
ん
票
鹿
の
遊
、
時
に
は

ひ

も

と

と

高
棲
に
椅
り
て
魯
史
を
雛
き
、
或
は
古
匝
を
開
き
て
呉
鈎
を
撹

る
、
憶
ふ
君
良
夜
明
月
を
迎
へ
、
東
の
か
た
千
山
を
羞
み
て
奮
愁

を
慰
め
ん
を
）

奥
鈎
ー
刀
剣
の
名
。

遠
く
は
な
れ
た
同
門
の
秀
オ
に
射
す
る
友
情
に
あ
ふ
れ
た
も
の

で
、
こ
の
時
は
蝠
桃
も
自
分
が
町
家
の
一
番
頭
と
い
う
身
分
を
忘

れ
た
で
あ
ろ
う
。
二
人
の
間
の
親
密
さ
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る。
京
都
の
中
村
雨
峰
は
竹
山
の
門
人
で
、
履
軒
の
妻
の
兄
に
な

り
、
履
軒
も
し
ば
し
ば
春
水
等
と
共
に
そ
の
家
で
酒
を
飲
ん
だ
。

蝠
桃
は
そ
れ
に
次
の
挽
詞
を
作
っ
て
い
る
。

雨
峯
先
生
挽
詞
中
邑
氏
（
巻
之
二
）

花
落
空
埋
玉
終
身
業
已
灰

七
六



注 注 筐
中
逍
稿
満
几
上
健
奄
拙

友
嘆
修
文
促
師
稲
短
命
哀

孤
魂
招
不
返
凄
側
思
難
裁

（
花
落
ち
て
空
し
く
玉
を
埋
め
、
終
身
業
已
に
灰
た
り
、
筐
中
遺

く

だ

は

や

き

稿
満
ち
、
几
上
健
竃
拙
く
、
友
は
修
文
の
促
を
嘆
じ
、
師
は
短
命

か
な
し
み

の
哀
を
稲
す
、
孤
魂
招
け
ど
も
返
ら
ず
、
凄
側
と
し
て
思
ひ
裁

ち
難
し
）修
文
ー
文
人
の
死
。
書
百
故
事
「
挽
―
―
文
人
死
二
戸
伝
竺
文
地
下
―
」

「
夢
之
代
」
の
内
容
と
闘
連
す
る
も
の
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ

る。
哭
仰
齋
早
野
氏
（
巻
之
二
）

都
魯
無
窮
業
嘗
従
事
於
斯

名
存
大
手
筆
任
重
一
龍
兒

堪
嘆
連
城
璧
化
為
附
涙
碑

滸
魂
招
不
得
望
々
亦
何
之

（
鄭
魯
無
窮
の
業
、
嘗
つ
て
斯
に
従
事
す
、
名
は
存
す
大
手
筆
、

な

げ

た

任
は
重
し
一
龍
兒
、
嘆
く
に
堪
へ
た
り
連
城
の
璧
、
化
し
て
為ゅ

る
璽
涙
の
碑
、
滸
魂
招
け
ど
も
得
ず
、
望
々
亦
い
づ
く
に
か
之

く）

鄭
魯
ー
孟
子
、
孔
子
の
生
地
か
ら
孔
孟
の
學
を
い
う
。

大
手
筆
ー
國
家
の
重
要
な
文
章
。
連
城
璧
—
名
玉
の
名
。

堕
涙
碑
ー
石
碑
の
名

山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

七
七

早
野
仰
齋
は
名
を
弊
之
と
い
い
、
家
は
薬
屋
で
あ
っ
た
。
早
く
母

を
な
く
し
て
父
と
く
ら
し
、
父
は
商
賣
よ
り
學
問
に
身
を
入
れ
さ

せ
た
。
仰
齋
も
學
問
に
専
念
し
て
懐
徳
堂
の
助
教
と
な
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
惜
し
く
も
早
世
し
た
。
蝠
桃
は
「
夢
之
代
」
巻
十
二

こ、
¥ù
 「
早
野
辮
之
、
字
ハ
子
魯
、
永
輔
卜
稲
ス
篤
行
ノ
人
ナ
リ
、
父
藤

太
郎
命
ジ
テ
竹
山
先
生
二
就
テ
學
バ
シ
ム
、
二
三
年
ノ
後
藤
太
郎

束
リ
テ
先
生
二
謁
シ
、
永
輔
ノ
業
ノ
ナ
ル
ベ
キ
ャ
ト
問
、
先
生

日
、
子
必
憂
フ
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
、
永
輔
ョ
ク
學
ブ
一
生
貧
ナ
ル
コ

ト
ウ
ケ
合
ベ
シ
ト
、
藤
太
郎
頓
首
シ
テ
日
、
先
生
ノ
恩
忘
ル
ベ
カ

ラ
ズ
ト
ア
、
コ
ノ
父
ア
リ
テ
此
師
ア
リ
、
業
ノ
ナ
ル
ヤ
宜
ナ
リ
、

ソ
ノ
子
義
三
亦
宏
オ
ナ
リ
」

と
述
べ
て
い
る
。

足
利
賂
軍
の
後
裔
義
根
が
、
蜂
須
賀
侯
と
確
執
し
、
阿
波
平
島

を
追
わ
れ
て
畿
内
を
流
浪
し
て
い
る
の
を
傷
ん
だ
詩
が
「
草
稿

抄
」
巻
之
三
に
あ
る
。

竹
山
先
生
席
上
恭
賦
、
奉
呈
公
足
利
氏
、
為
公
方
義
榮
之

孫
、
在
阿
州
、
故
曰
、
阿
波
公
方

平
島
館
主
源
公
執
事
、

公
孫
文
物
豊
虚
名
一
夕
偶
然
臨
府
城

坐
列
掴
衣
三
碩
老
琴
麟
王
疇
麟
霊
尾
藤
趨
陪
執
飲
一
狂
生

藉
新
郁
々
芝
蘭
契
出
虞
紛
々
水
石
盟

剣
侃
従
容
難
得
侍
龍
門
風
雨
李
家
情



そ

の

他 山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

（
公
孫
文
物
登
虚
名
な
ら
ん
や
、
一
夕
偶
然
府
城
に
臨
む
、
坐
列

ヵ
ヵ

衣
を
掴
ぐ
三
碩
老
、
趨
陪
飲
を
執
る
一
狂
生
、
薔
新
郁
々
た
り
芝

蘭
の
契
、
出
虞
紛
々
た
り
水
石
の
盟
、
剣
侃
従
容
得
て
侍
し
難

し
、
龍
門
風
雨
李
家
の
情
）

こ
の
詩
は
「
夢
之
代
」
に
載
せ
た
唯
一
の
自
作
の
詩
で
あ
り
、

そ
の
後
に
義
根
か
ら
賑
ら
れ
た
和
韻
の
詩
を
績
け
て
、
「
夢
之
代
」

本
文
の
最
尾
と
し
て
い
る
。
蝠
桃
と
し
て
も
最
も
自
信
の
あ
る
作

品
で
、
し
か
も
こ
の
席
に
同
席
し
た
こ
と
が
、
彼
に
と
っ
て
も
生

涯
の
晴
れ
が
ま
し
い
記
憶
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
公
孫

（
宗
室
侯
王
の
孫
）
・
李
家
（
唐
の
天
子
の
家
）
と
い
う
最
大
級

の
僻
を
用
い
て
い
る
所
に
も
、
蝠
桃
の
嘗
時
の
心
境
が
察
せ
ら
れ

る。
巻
之
五
、
巻
之
六
は
文
集
で
あ
る
。
そ
の
中
で
特
に
蝠
桃
の
思

想
の
特
色
で
あ
る
排
佛
論
に
開
係
あ
る
覺
正
寺
の
門
商
師
に
あ
て

た
二
通
の
手
紙
は
、
す
で
に
内
藤
湖
南
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、

有
坂
・
末
中
雨
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
の
で
こ
こ
で
は
獨
れ
な

い
が
、
紀
行
や
詩
の
中
で
、
楠
氏
一
族
の
忠
節
や
、
大
塔
の
宮
の

苦
衷
、
木
村
長
門
守
の
武
勇
を
讃
え
る
所
な
ど
は
、
蝠
桃
も
い
ち

が
い
に
冷
酷
無
情
の
合
理
主
義
者
・
賀
利
主
義
の
紐
演
家
と
の
み

割
り
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。

蝠
桃
の
詩
の
中
で
酒
を
取
り
あ
げ
て
い
る
も
の
が
非
常
に
多
い

が
、
彼
の
酒
量
は
果
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
巻
之
六
に
、

南
河
行
「
此
行
也
、
齋
酒
四
升
、
到
此
織
留
一
瓶
、
故
泊
村
酒

以
補
之
、
君
嗜
酒
、
其
量
較
少
、
佐
藤
生
酒
仙
也
、
牧
氏
亜
之
、

余
劣
也
又
甚
焉
、
咸
酔
突
、
君
又
携
燒
酎
、
強
之
、
亦
壺
突
」

も

た

わ

づ

（
此
行
や
、
酒
を
齋
ら
す
こ
と
四
升
、
此
に
到
り
て
織
か
に
一
瓶

か

を
留
む
る
の
み
、
故
に
村
酒
を
泊
ひ
以
つ
て
之
を
補
ふ
、
君
（
柘

植
）
は
酒
を
嗜
む
、
其
量
や
や
少
、
佐
藤
生
は
酒
仙
也
、
牧
氏
之

に
亜
ぐ
、
余
の
劣
る
や
叉
甚
だ
し
、
粛
酔
ふ
、
君
又
燒
酎
を
携

へ
、
之
を
強
ふ
、
亦
壺
く
る
な
り
）

鷲
峯
紀
行
「
此
行
也
、
二
士
酒
客
也
、
吾
食
客
也
、
其
毎
投
騨

舎
、
吾
喫
飯
、
則
二
士
先
飲
酒
、
雖
然
酒
肴
共
乏
、
衰
中
雖
有

錢
、
無
可
泊
之
酒
、
已
有
則
薄
酒
、
而
不
能
下
咽
、
嗚
呼
窮
突
哉

二
士
、
而
吾
則
意
氣
揚
夕
芙
」

（
此
行
や
、
二
士
（
柘
植
•
佐
藤
）
は
酒
客
也
、
吾
は
食
客
也
、

其
騨
舎
に
投
ず
る
ご
と
に
、
吾
飯
を
喫
す
れ
ば
、
則
ち
二
士
先
づ

酒
を
飲
む
、
然
り
と
雖
も
酒
肴
共
に
乏
し
、
襄
中
錢
あ
り
と
雖

も
、
泊
ふ
可
き
の
酒
な
し
、
已
に
あ
れ
ば
則
ち
薄
酒
に
し
て
咽
を

下
す
能
は
ず
、
嗚
呼
窮
せ
る
か
な
二
士
、
而
し
て
吾
は
則
ち
意
氣

揚
々
た
り
）

浴
但
山
記
「
履
軒
先
生
嘗
戒
曰
、
浴
中
善
按
、
食
味
美
也
、
憤

而
勿
貪
焉
、
故
余
朝
飯
三
孟
、
其
餘
二
孟
、
減
肉
禁
酒
、
僕
源
、

七・

/‘ 



注 嗜
酒
、
不
耐
禁
、
而
敷
勧
酒
、
中
原
氏
亦
曰
、
用
一
幸
而
就
寝
則

能
眠
、
試
之
、
果
然
、
亦
不
可
全
陵
也
」

.？ 

（
履
軒
先
生
嘗
つ
て
戒
め
て
曰
く
、
浴
中
は
善
＜
餓
う
、
食
味
美

な
り
、
憤
み
て
貪
る
勿
れ
、
故
に
余
朝
飯
三
孟
、
其
餘
二
孟
、
肉

を
減
じ
酒
を
禁
ず
、
僕
源
、
酒
を
嗜
む
、
禁
に
耐
え
ず
、
而
し
て

し
ば
し
ば
酒
を
勘
む
、
中
原
氏
亦
曰
く
、
一
釜
を
用
ひ
て
寝
に
就

け
ば
則
ち
能
＜
眠
る
と
、
之
を
試
む
る
に
、
果
し
て
然
り
、
亦
全

く
は
際
す
べ
か
ら
ざ
る
也
）

こ
れ
ら
を
み
れ
ば
、
蝠
桃
は
、
酒
量
は
多
く
な
い
よ
う
で
は
あ

る
が
、
必
ず
し
も
酒
が
嫌
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
事

に
あ
た
っ
て
は
酒
が
な
け
れ
ば
さ
び
し
い
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

先
披
に
載
せ
た
「
山
片
蝠
桃
と
多
田
義
俊
」
の
中
で
、
「
婚
桃
」

と
い
う
腕
の
由
末
に
つ
い
て
燭
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
開
係

し
た
こ
と
を
少
し
補
っ
て
み
る
。
「
詩
文
抄
」
や
「
夢
之
代
」
で

は
「
播
陽
」
、
「
宰
我
の
償
」
や
蔵
書
印
に
は
「
蝠
桃
」
の
披
を
用

い
て
い
る
の
は
す
で
に
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
詩
文
抄
」

の
中
で
は
次
の
こ
と
が
載
っ
て
い
る
。

甲
辰
元
旦
憶
故
郷
（
巻
之
三
）
の
中

華
府
柳
梅
方
欲
猿
播
陽
松
栢
更
何
如

（
華
府
の
柳
梅
ま
さ
に
猿
か
ん
と
欲
し
、
播
陽
の
松
栢
更
に
い
か

ん）

華
府
ー
大
阪
を
指
す
。

山
片
蝠
桃
の
「
草
稿
抄
」

七
九

甲
辰
は
天
明
四
年
で
蝠
桃
三
十
七
歳
で
あ
る
。
こ
の
「
播
陽
」
は

い
う
ま
で
も
な
く
生
ま
れ
故
郷
播
州
の
意
に
使
っ
て
い
る
。
従
っ

て
播
陽
の
琥
も
生
ま
れ
故
郷
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
、

東
方
朔
賛
（
巻
之
一
）

鼎
湖
屈
指
五
千
年
栢
梁
星
霜
只
二
千

此
翁
郎
今
何
虞
在
金
母
曾
説
九
千
歳

（
鼎
湖
指
を
屈
す
五
千
年
、
栢
梁
星
霜
只
二
千
、
此
翁
即
ち
今
何

虞
に
在
り
や
、
金
母
曾
つ
て
説
く
九
千
歳
）

注
鼎
湖
ー
黄
帝
が
鼎
を
つ
く
っ
て
上
仙
し
た
地
。

栢
梁
ー
瑛
の
武
帝
が
築
い
た
台
、
群
臣
に
詩
を
つ
く
ら
せ
た
。

題
西
王
母
像
（
巻
之
四
）

毘
裔
山
上
間
風
宮
華
夏
西
方
天
竺
東

桃
質
三
千
年
後
熟
周
王
漢
帝
往
束
通

（
毘
裔
山
上
聞
風
宮
、
華
夏
の
西
方
天
竺
の
東
、
桃
賓
三
千
年
後

熟
す
、
周
王
漠
帝
往
束
通
ず
）

注
閲
風
ー
仙
人
の
い
る
所
。

こ
れ
は
先
琥
に
も
引
用
し
た
「
漢
武
故
事
」
の
「
東
郡
獣
1

一
短
人
「

呼
1

一
東
方
朔
「
朔
至
、
短
人
因
指
レ
朔
謂
レ
上
曰
、
西
王
母
種
レ
桃
、

三
千
歳
、
為
―
―
此
子
f

兒
不
レ
良
也
、
已
三
過
倫
レ
之
突
」
（
淵
鑑
類

函
三
九
九
）
の
故
事
を
ふ
ま
え
て
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
桃
賀
郎
ち

西
王
母
の
蜻
桃
を
三
度
ぬ
す
ん
だ
東
方
朔
は
、
九
千
年
の
長
壽
を

得
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
今
も
ど
こ
か
に
生
き
て
い
る
だ
ろ
う
と



い
う
ふ
う
に
こ
の
博
説
を
解
繹
し
て
い
る
。
そ
し
て
自
分
自
身
を

「
桃
」
と
任
じ
て
い
る
こ
と
も
、
同
じ
「
草
稿
抄
」
の
次
ぎ
を
見

れ
ば
わ
か
る
。

元
日
典
弟
季
烈
書
（
巻
之
六
）
の
中

三
人
同
胞
天
倫
之
身
、
梅
稜
子
西
播
、
柳
芽
千
東
武
、
唯
桃
在
子

浪
華
、
而
未
朋
、

ひ
ら

（
三
人
の
同
胞
は
天
倫
之
身
な
り
、
梅
は
西
播
に
装
き
、
柳
ぱ
東

め

ぐ

め

ば

武
に
芽
む
、
唯
桃
は
浪
華
に
在
り
て
、
い
ま
だ
朋
え
ず
）

天
倫
ー
兄
は
先
で
、
弟
は
後
の
如
き
天
然
の
倫
次
。

梅
ー
兄
安
兵
衛
（
郷
里
播
州
肺
爪
）
を
指
す
。

柳
ー
弟
興
兵
衛
（
江
戸
）
を
指
す
。

琥
の
「
蝠
桃
」
は
た
だ
番
頭
と
い
う
身
分
を
も
じ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
そ
の
語
の
持
つ
種
々
の
意
味
と
、
彼
蝠
桃
自
身
の
複
雑
な
心

理
を
内
包
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ら
か
ら
も
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
詩
文
抄
」
を
通
じ
て
の
蜻
桃
の
見
方
に
は
、
ま
だ
ま
だ

不
充
分
な
所
が
あ
り
、
資
料
の
引
用
・
訓
讀
に
も
遣
憾
な
貼
が
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
私
の
浅
學
に
よ
る
も
の
と
御
寛

恕
を
願
う
と
共
に
、
他
日
の
完
璧
を
期
し
て
掴
筆
し
ま
す
。

注

山
片
錨
桃
の
「
草
稿
抄
」

八
〇




